
創薬支援ネットワークの構築
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創薬支援ネットワーク

探索研究 最適化研究 非臨床試験

開発研究

医師主導治験

具体的目標（疾患治療等）のもと
実用化や応用に向けた研究応用研究基礎研究

疾病の本態解明等
理論・知識の探求

アカデミア等の優れた基礎研究の成果を確実に医薬品の実用化につなげるため、厚労省の医薬基盤研究所が中心となって
本部機能を担い理研と産総研を中心に大学等との研究関係機関で構成する「創薬支援ネットワーク」を構築。
このネットワークでは、「死の谷」と呼ばれる応用研究（特に最適化研究～非臨床試験まで）の段階を中心に切れ目のない実

用化支援を行い、企業への導出等を図る。

【医薬基盤研究所の取組み】
（ネットワークの本部機能）

創薬支援戦略室（仮称）の設置
・有望シーズの調査、評価、選定
・出口戦略の策定、助言
・応用研究等の支援
・知財管理支援
・企業連携支援 等

創薬支援ネットワーク協議会・実務者会議による強固な連携・協力体制を形成
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GMPグレード
（GLP準拠）

【研究関係機関】
HTS、薬効薬理、創薬化学（合成）、結晶構造解析
等、創薬に必要な研究プロセスを支える研究関係機
関が参加し、強固な連携のもと、創薬支援ネットワー
ク機能を担う。

（例）創薬オープンＩＣ、阪大、東北大、がん研 等

【産業技術総合研究所の取組み】

計測基盤技術・ツールを用いた
探索研究および最適化研究の実施

・世界最大級の天然化合物ライブラリー

【次世代天然物化学技術研究組合】

・これまでに構築したインフラとノウハウ
を活用して、ライブラリーのスクリーニン
グ等を支援

【理化学研究所の取組み】

SACLA、SPring-8、京コンピュータ

等の研究基盤を利用した探索研究

および最適化研究の支援※

※探索研究から最適化研究を経て権利
化し、企業へ導出するまでの一貫した創
薬プロセスを実現
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